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木田金次郎美術館　�０１３５-６３-２２２１
春から夏を迎える展覧会
「木田金次郎の真骨頂」

会期：４月６日（水）～６月２６日（日）
「もうひとつの木田金次郎」

会期：４月２３日（土）～５月２２日（日）

西村計雄記念美術館　�０１３５-７２-２５２５
「西村計雄の〈水辺の旅〉展」開催中

「親子で楽しむ展覧会　コレクター気分」開催中

荒井記念美術館　�０１３５-６３-１１１１
４月中旬ごろ開館します。

海と山と田園と －ミュージアムロード情報－
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倶
知
安
が
拓
か
れ
て
か
ら
１

２
０
年
が
経
過
し
た
。
開
拓
の

前
、
こ
の
地
は
ど
の
よ
う
な
場

所
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
現
在
の

様
子
か
ら
、
当
時
の
状
況
を
想

像
す
る
の
は
無
理
に
近
い
。
そ

れ
で
も
想
像
力
を
総
動
員
し
て
、

開
拓
前
の
様
相
を
思
い
浮
か
べ

て
み
よ
う
。

　

倶
知
安
の
町
は
尻
別
川
と
倶

登
山
川
の
合
流
点
の
盆
地
に
あ

る
。
開
拓
前
、
河
川
は
盆
地
の

中
を
著
し
く
蛇
行
し
、
そ
の
周

辺
に
は
湿
地
が
広
が
り
、
小
高

い
場
所
に
は
湿
地
に
特
有
の
森

が
あ
っ
た
は
ず
だ
。
ハ
ン
ノ
キ
、

ヤ
チ
ダ
モ
や
ハ
ル
ニ
レ
な
ど
の

幹
が
二
抱
え
や
三
抱
え
も
あ
る

巨
木
が
、
う
っ
そ
う
と
し
た
暗

い
森
を
形
成
し
て
い
た
に
違
い

な
い
。
そ
こ
で
は
ミ
ズ
バ
シ
ョ

ウ
が
早
春
を
、
カ
や
ブ
ユ
の
大

群
が
夏
を
、
壮
大
な
紅
葉
が
秋

を
、
そ
し
て
一
転
し
て
明
る
い

森
が
冬
を
告
げ
て
い
た
だ
ろ
う
。

　

当
初
、
開
拓
者
は
徒
歩
で
三

日
が
か
り
で
今
の
仁
木
町
か
ら

倶
知
安
に
入
っ
た
と
聞
く
。
そ

れ
ほ
ど
困
難
な
道
の
り
だ
っ
た
。

そ
し
て
開
拓
は
八
幡
の
小
高
い

場
所
か
ら
着
手
さ
れ
た
。
低
地

の
湿
地
と
そ
の
周
辺
の
森
は
開

拓
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
が
こ

の
こ
と
か
ら
も
分
か
る
。
入
植

し
た
ら
、
ま
ず
掘
っ
立
て
小
屋

を
建
て
、
そ
れ
か
ら
周
囲
の
伐

採
を
始
め
た
。
伐
採
が
進
む
に

つ
れ
て
周
囲
に
空
間
が
広
が
っ

て
行
く
。
ふ
と
見
上
げ
る
と
、

高
い
梢
の
向
こ
う
に
美
し
い
山

が
伸
び
上
が
っ
て
見
え
た
。
羊

蹄
山
で
あ
る
。
伐
採
を
始
め
て

か
ら
数
ヶ
月
た
っ
て
い
た
と
い

う
。
い
か
に
深
い
森
で
あ
っ
た

こ
と
か
。

　

歩
く
と
膝
ま
で
泥
に
潜
り
、

湿
っ
て
暗
く
、
夏
に
は
膨
大
な

数
の
カ
が
押
し
寄
せ
る
。
森
の

中
で
は
ヒ
ト
は
ち
っ
ぽ
け
な
存

在
に
過
ぎ
ず
、
自
分
が
何
処
に

い
る
の
か
全
く
判
ら
な
い
。
ま

さ
に
人
を
飲
み
込
む
森
を
ち
っ

ぽ
け
な
ヒ
ト
が
営
々
と
拓
い
て

１
２
０
年
。

　

当
時
の
森
の
面
影
は
、
今
で

は
百
年
の
森
に
か
ろ
う
じ
て
残

さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。

倶
知
安
の
森

　卯月、新と言う文字がふさわしい時期です。美術館では新たな展覧会が始ま
ります。新鮮な気持ちを持って皆さまをお迎えいたします。

常設展　小川原脩生誕１００年記念「小川原脩自伝風な展覧会－私が歩んできた道－」
　２０歳代から８０歳代までの代表作を展示し、小川原の画業の軌跡をたどります。
会期：４月２１日（木）～５月２９日（日）
企画展
「マイコレクション展」開催中
　小川原脩記念美術館のコレクションの中から１０号以下の作品を展示します。
さて、今回はどなたの作品が展示されているのでしょうか。４月１７日（日）まで開催。
「横山文代展－光・風　透明感のある風景」
　小樽市在住の横山文代さんの風景画を中心とした作品を展示します。
「これ油彩画ですか？」…思わずつぶやいてしまうほどリアルな作品です。
会期：４月２１日（木）～５月２９日（日）

展覧会のお知らせ

　今年も「ふるさと探訪」と「町民学芸員制度」の二期目の
募集を行います。参加希望の方は、４月１６日（土）までに風
土館にお申込み下さい。お問い合わせは風土館まで。
≪ふるさと探訪≫
４～１０月（８月はお休み）に毎月１回、自然観察を兼ねた軽登山。
費用：１０００円（通信、資料費と保険代）　定員：２０名
≪町民学芸員制度≫
美術、歴史、自然の分野に関する講演会や実習に参加。毎回、
レポートを提出。資格認定あり。資格認定後は美術館や風土
館での活躍が期待されます。
費用：１０００円（保険代と通信費）定員：１０名

風土館から 「ふるさと探訪」と「町民学芸員制度」の参加者募集

開館時間は９時～１７時（入館は１６時半）
４月の休館日 ５、１２、１８～２０、２６日
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「一年ぶりです　西尾まさきコンサート」
４月１３日（水）午後７時～　小川原脩記念美術館ホール　チケット１，５００円


